
需要不安後退で、V字型の切り返し
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル水準までV字型の切り返しを見せる展開になった。年初は世界経

済の減速懸念を背景に急落し、1月5日安値は72.46ドルに達していた。しかし、その後は中国経済の正

常化期待から石油需要環境に対する過度の悲観的な見通しが後退し、安値修正の動きが優勢になった。

また、ロシア産の供給不安が蒸し返されていること、為替がドル安に振れたこともポジティブ材料視さ

れた。13日高値は80.11ドルになっている。

中国政府は8日、入国の際の隔離措置を撤廃し、ゼロコロナ政策を終了させた。足元では依然として厳

しい感染状況も報告されているが、春節の連休を前に経済活動や日常生活の正常化を急ぐ姿勢を一段と

鮮明にしている。こうした動きを受けて、短期的には春節の人流の活発化が輸送用エネルギー需要拡大

をもたらすとの見方に加えて、2023年の中国経済の成長見通しが上振れするとの見方も強まり、原油

相場も需要見通しの改善から押し目買い優勢の展開になった。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（1月6日時点）は、原油が前週比1,896万バレル増、ガソリ

ンが411万バレル増、石油精製品が107万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需要環境に対する信頼回復が進めば底固い、IEA月報に注目

2

【展望】

年初はパニック的とも言える急落地合を形成したが、落ち着

きを取り戻すフェーズになる。2023年の世界経済の成長鈍化

が確実視される状況にあるが、石油需要に関しては堅調な伸

びが想定されている。成長鈍化は主に先進国の話であり、石

油需要に関しては中国やインド、東南アジア、中東などの新

興国を中心に22年程ではないが着実な伸びが想定されている。

需要環境に対する信頼感を更に高めるような動きがみられる

と、70ドル台での底固さを再確認し、80ドル台前半にコアレ

ンジを切り上げる可能性が高まる。

今週は17日に石油輸出国機構（OPEC）、18日に国際エネル

ギー機関（IEA）が最新の月報を発表する予定になっている。

ここで中国経済の正常化期待などから強気の石油需要見通し

が示されると、原油相場に対する買い安心感は強まろう。需

要環境に対する信頼感を更に高めるような動きがみられるの

か、需要不安を蒸し返すようなショックがみられるのかが焦

点になる。

一方、ロシア産の供給環境に対する警戒感が高まっているこ

ともポジティブ。昨年12月に西側諸国はロシア産原油に上限

価格を設定したが、その影響で供給に混乱が生じている模様

だ。2月には石油製品まで制裁対象を広げる計画だが、一方

でロシアは上限価格設定の動きに対して報復を行うと警告し

ており、具体案の策定に入っている。ロシア産の供給を巡る

混乱などが伝わると、原油相場の地合は一段と引き締まり易

くなる。

また、米インフレ環境・見通しの改善でドル安傾向が強く

なっていることも、ドル建て原油相場の下値をサポートする。

更にドル安が進むかにも注目したい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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